
小清水町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題

○調査の主な内容○地域公共交通の現況

小清水町

小清水町は北海道オホーツク総合振興局管内の北東部に位置し、人口は4,382人、高齢化率は38.8％ （令和6年10月1日現在）である。本町の中心市街地には国

道334号と391号が交差するほか、オホーツク海沿岸には国道244号とJR釧網線が並行する。

町外をつなぐ広域公共交通として、ＪＲ釧網線の浜小清水駅、止別駅、原生花園駅（臨時駅）が市街地から離れた場所に配置されているほか、隣接する網走市を

つなぐ網走バス小清水線が運行し、住民の生活交通や観光交通を支えている。人口減少や自家用車利用に伴う利用者減少により運行便数の減便が続くなか、網

走バス小清水線の運行を維持するために町の財政的な負担が拡大している。また、町内の地域交通は、JR線の駅利用圏と網走バス小清水線のバス停利用圏によ

り公共交通カバー率が37.8％と低いため、町内全域を運行する網走ハイヤーが重要な役割を担っているが、運転手不足によりサービス提供が危ぶまれていること

から高齢者など交通弱者の足を確保し、持続可能な公共交通体系の構築が喫緊の課題となっている。

このため、町内における公共交通のニーズを把握することにより、小清水町にとって利便性の高い持続可能な公共交通体系の構築を目的に「小清水町地域公共
交通計画」を策定する。

概 要

令和5年3月1日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況

・ニーズ把握調査（R5年度実施）

・KOSHiMOタクシー（こしタク）実証運行アンケー

ト調査

・交通空白地域であり、高齢化等に伴う交通弱者

の増加によるドアツードア運行の必要性

・利用者減少や担い手不足による運行縮小となる

なか運転手確保対策

・輸送密度の減少による財政負担の増大など持続

可能な交通体系維持のための財政負担適正化

・ＪＲ釧網線（原生花園駅、浜小清水駅、止別駅）

・網走バス(株)(小清水線)

・（株）網走ハイヤー

・スクールバス（7台、路線7線）

公共交通の概要

主な協議事項協議会年 月 日

協議会の設置、公共交通現況・

ニーズ調査結果報告

第１回

協議会
令和6年 2月19日

令和6年度の事業計画及び収支決算
第２回

協議会
令和6年 6月 7日

新しい地域交通実証事業の実施
第３回

協議会
令和6年 8月 8日

実証調査結果、地域公共交通計画

の方向性

第４回

協議会
令和7年 1月 9日



小清水町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

１．既往資料及びニーズ把握調査結果（令和５年度）
①調査の方法
・公共交通カバー率をはじめ、網走バス小清水線等の輸送人数及び収支
状況を整理した。
・ニーズ把握調査は、本町居住の全世帯（1,990世帯）を対象に実施した。
・回収数は468件（回収率23.5％）

②調査により明らかになった点など
小清水町の新たな交通手段を検討する上で以下を具現化することが妥

当であると明らかになった。
・「電話」や「スマホアプリ」による乗車予約
・「タクシーと同程度」のサービス水準を有する交通手段
・「自宅と公共・公益施設前間」を直接運行
・比較的小さな車両を用いて、他人と乗り合って利用可

【通信環境】：図3
・「スマホ」の保有率が高
く、85歳以上でも4割弱が
保有している。

【公共交通サービス水準】：図4
・4割強が「タクシーと同程
度」と回答した。

【新たな公共交通の乗り降りす
る場 所】：図5

・4割弱が「自宅と公共・公
益施設の前」と回答した。

【新たな公共交通の車両の大
きさと他者との乗車】：図6
・4割強が「小型バスで乗
合」と回答した。

【新たな公共交通の利用方
法】：図7

・4割強が「電話での予約」
と回答した。

【町民自らが支える公共交
通】：図8

・2割強が「ボランティア」、
あるいは「従業者」とし
ての住民ドライバーへの
参加を可能としている。
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【小清水線の輸送人数】：図1
・R4はH29の18%減にあたる36,422人である。

【小清水線の収支状況】：図2
・R4の経常費用に対する小清水町及び網走市の助成率は65.7％である。
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小清水町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

２．KOSHiMOタクシー（こしタク）実証運行アンケート調査結果

●事業の結果概要

①運行概要
町内を運行するタクシーの運転手担い手不足を解消するため、事業者協力

型自家用有償旅客制度を活用し、住民自らで地域交通を支える新しい地域交
通サービスが町内公共交通なり得るか実証運行した。
・住民ボランティアドライバーを町民から募集し、運行範囲を町内全域に
限定し、令和6年9月17日から11月29日（平日51日間）まで運行。

・運行時間を8時30分～16時とし、1乗車当たり単独乗車が600円、運賃を乗
合乗車が300円とした。

②調査により明らかとなった点

・こしタク輸送回数の実績から、昨年のタクシー輸送量には十分に対応し

きれていない。

・利用登録は75歳以上の高齢者が8割の占め、予約方法をコールセンター

の活用するなど考慮しなければならない。

・こしタクの運行により自家用車からの転換が期待でき、高齢ドライバ

ーの事故防止に寄与

・アプリによる予約が難しい方が8割強であるため、支援体制が必要

・「予約時に伝える内容が分からない」、「高齢者等タクシー券の使い方

が分からない」との回答から、広報又はパンフレットなどの紙媒体によ

る周知が必要

・到着時刻の感じ方について、ほぼ100％が時間通りと許容範囲以内である

ものの、網走ハイヤーが半数程度の輸送を担っているため、住民ドライ

バーの拡充が必要

・一部改善と運行への十分な理解を得ながら、本格運行への移行が必要

・改善するべき内容の事項は「予約方法」、「平日のみの運行」及び「乗

合の有無により運賃が異なること」を検討が必要

【年齢層】：図１
・利用登録の年齢層は75歳
以上が8割

②高校生～29歳

1.1%（1件）

⑤50～59歳1.1%（1件）

⑥60～64歳

6.6%（6件）

⑦65～74歳

11.0%（10件）

⑧75～84歳

35.2%（32

件）

⑨85歳以上

45.1%（41件）

N=91

【普段の交通手段】：図５
・網走ハイヤー（タクシー
利用券）が6割、自家用車
が4割強

【スマホの使用状況】：図２
・「持っていない」と「通
話のみ」の合計が8割強

【到着時刻の感じ方】：図３
・「時間どおり」と「許容
範囲」の合計がほぼ100％

【本格運行への移行】：図４
・「一部改善」と「新たな
サービス」の合計が5割弱

図１
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N=88図２

①時間通りだった

85.1%（40件）

②少し待った

が許容できる

範囲だった

12.8%（6件）

④大いに長いと感じ

た2.1%（1件）

N=47図３

【改善するべき内容】：図６
・「土日祝日を含んだ運
行」と「乗合の有無に影響
されない運賃に改定」の順

④利用登録者アンケート調査結果

①現在の運行内

容により本格運

行すべき51.9%

（28件）②一部改善して本

格運行するべき

24.1%（13件）

③こしタクは取りやめ、新たな交通サー

ビスを考えるべき24.1%（13件）

N=54図４
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③輸送結果
・約2.5ヶ月間で815回、926人を輸送
・約370人/月、一回当たり輸送人数1.14人
・こしタク（本実証）と通常タクシー（R5）の輸送回数
こしタク利用814回（うち福祉移動支援利用491回）
R5通常タクシー利用1,487回（うち福祉輸送支援利用876回）
※ただし時間条件が異なるため参考値



小清水町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

１．基本理念と基本方針

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

（１）地域公共交通の基本理念

『地域の安全な足・身近な足となる公共交通のネットワークの形成』

基本方針２：広域交通計画と整合を図る

北海道オホーツク地域等公共交通計画と整合を図ることにより、シームレス

な公共交通ネットワークの構築を目指します。

【広域的な交通ネットワークの確保】

・網走市や女満別空港など町外の主要な公共・公益施設等とのアクセス性を

向上するために、網走バス小清水線やＪＲ釧網線と町内公共交通の広域的

な交通ネットワークを確保します。

【交通結節点の位置づけ】

・広域交通と町内交通との接続にあたっては、交通ターミナル及びＪＲ駅を

交通結節点として位置づけ、公共交通どうしや自家用車、自転車交通との

乗継ぎ利用に対応した機能を確保します。

【町外の通院、通学、観光等の交通確保】

・ＪＲ釧網線、網走バス小清水線等と町内公共交通とを交通結節点にって接

続することにより、本町と町外間の通院、通学等の生活交通や広域的な観

光交通に対応していきます。

○具体的な公共交通施策

（北海道オホーツク地域等公共交通計画における施策）

・持続可能な移動手段の確保に向けた検討・実施

・シームレスな乗り継ぎ環境の改善

・バス運転手の確保※

・公共交通の利用促進活動の実施

・交通関連情報のオープン化

○具体的な公共交通施策

・地域住民が支える新たな地域交通サービスの運行

・住民の協力したい意思を阻害しない運行システムの開発や運行サポート

・ポイント付与による買い物の消費に還元される仕組みの構築

（２）地域公共交通計画の基本方針

基本方針１：新しい地域交通サービス等により町内交通を構築する

実証運行による改善事項を踏まえた新しい地域交通サービスと、それを支える

住民ドライバーを守りながら、地域還元の仕組みを構築することにより持続可能

な町内交通を構築します。

【新しい地域交通サービスの提供】

・子どもや高齢者など交通弱者の生活を支えニーズに沿った地域交通を構築す

るために、町内タクシー事業者の協力のもとで、住民が自家用車を持ち込み、

かつドライバーとして運行することで福祉移動支援事業を合わせて使用する

ことができる新しい地域交通サービスを提供します。

【住民ドライバーファーストの運行】

・新しい地域交通サービスは、住民との協力関係を持続するための運用に伴う

制約を極力抑えた「住民ドライバーファースト」を掲げるとともに、デジタ

ル技術を活用することで、住民ドライバーでも運行しやすい輸送環境を確保

します。また、住民ドライバーは「困っている人を助けたい」という思いで

参加しており、利用者の条件としてその思いに留意してもらうなど、利用者

と住民ドライバーの「想いやり」による交通手段となるように努めます。

【地域還元の仕組みの構築】

・新しい地域交通サービスの利用にあたっては、地域のポイントカードとして

普及している「小清水EZOCA」を活用するなど、新しい地域交通サービスの利

用促進や、ポイント利用により町内商工事業者が活性化する還元の仕組みの

構築を目指します。

基本方針３：地域公共交通の運行体制を確立する

地域公共交通の運行体制を確立するために、以下の公共交通施策を推進し

ます。

○具体的な公共交通施策

・地域住民が支える公共交通に参加可能な住民ドライバーの募集

・広域交通と新たな地域交通サービスのシームレスな乗継ぎの検討

・公共交通の利用方法やスマートフォン活用教室の開催
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・計画通り事業は実施された。

●事業実施の適切性

・事業は、計画どおり実施されている。
・引き続き事業の完了に向けて取り組んでいただきたい。

・今後、地域公共交通計画策定の際は、公共交通事業の収支率や公的資金投入額などの事業効率の改善等についてさらに検証していくことをご検
討いただきたい。

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

調査結果の基本方針への反映方法と具体的な取組（公共交通施策）

具体的な取組（公共交通施策）基本方針への反映方法公共交通の課題調査内容

・地域住民が支える新たな地域交通サービスの運行

・住民の協力したい意思を阻害しない運行システムの開発や

運行サポート

・ポイント付与による買い物の消費に還元される仕組みの構

築

方針１の「新しい地域交通サービス等に
より町内交通を構築する」に反映
・新しい地域交通サービスの提供
・住民ドライバーファーストの運行
・地域還元の仕組みの構築

・交通空白地域で
あり、高齢化等
に伴う交通弱者
の増加によるド
アツードア運行
の必要性

・通信環境（1-図3）、スマホの使用状況（2-図2）
・公共交通サービス水準（1-図4）
・普段の交通手段（2-図5）
・新たな公共交通の乗り降りする場所（1-図5）
・新たな公共交通の車両の大きさと他者との乗車（1-図6）
・新たな公共交通の利用方法（1-図7）
・年齢層（2-図1）
・改善するべき内容（2-図6） 等

・持続可能な移動手段の確保に向けた検討・実施

・シームレスな乗り継ぎ環境の改善

・バス運転手の確保

・公共交通の利用促進活動の実施

・交通関連情報のオープン化

方針２の「広域交通計画と整合を図る」
に反映
・広域的な交通ネットワークの確保
・交通結節点の位置づけ
・町外の通院、通学、観光等の交通確保

・輸送密度の減少
による財政負担
の増大など持続
可能な交通体系
維持のための財
政負担適正化

・網走バス小清水線の輸送人数推移及び運行収支
（1-図1・1-図2） 等

・地域住民が支える公共交通に参加可能な住民ドライバーの

募集

・広域交通と新たな地域交通サービスのシームレスな乗継ぎ

の検討

・公共交通の利用方法やスマートフォン活用教室の開催

方針３の「地域公共交通の運行体制を確
立する」に反映

・利用者減少や担
い手不足による
運行縮小となる
なか運転手確保
対策

・町民自らが支える公共交通（1-図8）
・到着時刻の感じ方（2-図3）
・本格運行への移行（2-図4） 等


